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　マルティン・ルターの宗教改革で最も画期的だったこと、それは自国の言葉でお祈りができるようになったことです。キリスト教大衆

化の大きな一歩です。

　ところで宗教改革。国歌鎮護や貴族のための宗教としてスタートした日本仏教（天台宗・真言宗）が民衆救済のためへと変遷していく

過程と非常に似ています。争乱が相次ぎ末法思想や浄土信仰が浸透した鎌倉時代に、厳しい修行の有無を問わず全ての貧しい民が日々の

生活の合間に実践できる易しい教えから「浄土真宗」や「日蓮宗」が誕生していく、という流れ。お寺で和尚がやさしい言葉で仏の話を

する「講話」は、キリスト教会で司教が集う人々にやさしい言葉で神の話をして聞かせる「説教」と全く同じです。キリスト教者が唱え

る「天にましますわれらの神よ」という祈りは、決まった言葉を暗誦することによって誰でも平等に救済されるというアプローチから「南

無妙法蓮華経」と全く同じ位置づけである（！）等々。ふたつの宗教を比較するととても面白いです。

　ルターの話に戻しましょう。かつてキリスト教会の祈りは全てラテン語でした。当時のラテン語とは学術・祭祀などの学術用語として

使われるためだけのものでした。教育を受ける機会がない民衆には言葉の意味がわからず、ラテン語の祈りは、民衆がお題目的に使う呪

文のようなものだったのです。

　ルターがこのわずらわしさを解消させます。民衆にもわかる平易な言葉で祈りができるように、ルターは自国の言葉の祈りの歌を書き

ました。ドイツ語賛美歌 ( コラール ) です。誰にでも歌える美しい歌を作ろう、というムーブメントでした。民謡を下敷きにして生まれた

賛美歌も数々あります。

　教会音楽家として活躍した音楽の父バッハも、この流れを受け、賛美歌のための音楽を作曲しました。この時代には、宮廷でしか聴く

ことが出来なかった「オーケストラつきの合唱音楽」が教会に誕生します。カンタータです。「主よ、人の望みの喜びよ」の名前で知られ

るこの名曲も、当時人気の賛美歌をもとに作られたカンタータでした。かつて高嶺の花だった音楽文化が民衆も聞けるようになる “ 音楽

の大衆化 ” です。オペラにも匹敵するドラマティックな管弦楽と合

唱の調べは民衆の心に強く響いたことでしょう。カンタータが演奏

されない日曜日の礼拝には、オーケストラの代わりにパイプオルガ

ンが誰にでもわかる、楽しい、憩いの音楽を奏でました。

　オランダのハーレムにモーツァルトやヘンデルが演奏したパイプ

オルガンが当時そのままの姿で今もあります。パイプオルガンなら

ではのオーケストラに匹敵する重厚な音色。やさしい音色。宗教の

垣根を越えて、パイプオルガンの魅力をお伝えできたらと思ってい

ます。いつか演奏会場で皆様とお目にかかれます時を楽しみにして

います。

パイプオルガンのトリビア～vol.6 ～

塚谷 水無子 ( つかたに みなこ )
　　　東京芸大卒業後オランダへ。オランダ、日本を中心に活動するオルガニスト。
オランダでリリースされた 2 枚の CD「風のささやき 1・2」   ( キングインターナショナル )、クラシックの名作を集めオルガンの魅力の全貌に迫る
CD「癒しのパイプオルガン」（キングレコード）大好評発売中。2011 年 1 月にはハーレム聖バフォ教会にて録音した、セカンドアルバム「愛と祈
りのパイプオルガン」（キングレコード）を発売予定。www.minakotsukatani.com

■  CD 左・中央：  「Whispering winds ( 風のささやき )」第１集・第２集 　
　  アムステルダム西教会売店（アンネフランクの家の横）にて好評発売中。 
　  メールオーダーも可能。　orgel@bonifaciuskerkmedemblik.nl

■  CD 右 ：  「癒しのパイプオルガン」

【 2011 年公演のお知らせ 】
■ 2011 年 1 月 13 日 ( 木 )　19 時開演　於：府中の森芸術劇場　「ニューイヤーオルガンコンサート　青島広志のパイプオルガン講座」
■ 2011 年 5 月 13 日 ( 金 )　19 時開演　於：川口りりあホール　「青島広志と塚谷のパイプオルガンコンサート」
■ 2011 年 5 月 20 日 ( 金 )　19 時開演　於：石橋メモリアルホール　「風のささやきパイプオルガンコンサート Vol. 4  　“ 愛と祈りのパイプオルガン ”」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～司会・お話：青島広志～
■ 2011 年 6 月 18 日 ( 土 )　15 時開演　於：神奈川県民ホール　「パイプオルガンコンサート 　“ 癒しのバッハ ”　 ゲスト：谷口洋介（テナー）」

写真：ハーレム聖バフォ教会、名匠クリスチャン・ミューラー製作の世界最大のパイプ
オルガン (1738 年 )。ヘンデル、モーツァルト、メンデルスゾーン、サン＝サーンスなど、
音楽の巨匠が弾いた名器。2011 年 1 月発売予定のセカンドアルバムはここにて録音。

このパイプオルガンの映像と演奏はインターネットＴＶ局、新宿放送局からも閲覧できます。          
http://lunch.shinjukutv.com/2010/06/16/521/trackback/
http://lunch.shinjukutv.com/2010/03/03/507/trackback/

【最終回】


